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『伝

習

録
』

へ
の
若

干

の
補

註

(
二
)

箭
大

西

晴

隆

小
稿
は

『
中
国
哲
学
史
の
展
望
と
模
索
』

(昭
和
五

一
年
、
創
文
社
刊
)
に
寄

稿
し
た

「
『伝
習
録
』

へ
の
若
干
の
補
註
」

の
続
篇
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
出
典
の

検
出
な
ど
の
ほ
か
に
、
従
来
の
註
釈
で
不
詳

と
さ
れ
た
若
干
の
人
物
の
伝
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
。
こ
れ
に
は

『
明
人
伝
記
資
料
索
引
』

(中
華
民
国

五
三
年
、
国
立
中
央
図
書
館
編
印
)
に
負

う
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
を

記
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

一

子
仁

(上
巻
、
第

一
一
一
条
)

一
斎
云
う
、
「攣
氏
、
名
は
恵
、
海
江
の
人
。」
孫
鋳
云
う
、

「
姓
は
漏
、
名
は

恩
、
号
は
尚
江
。
華
亭
の
人
。

『
儒
林
宗
派
』
に
見
ゆ
。
日
本
佐
藤

一
斎
の
註
に

云
ふ
、
攣
氏
、
名
は
恵
、
漸
江
の
人
と
。
未

だ
何
に
拠
れ
る
か
を
知
ら
ず
。」

陳

栄
捷
氏
は

一
斎
説
を
舎
い
て
孫
鋳
説
を
取

る
。

『年
譜
』
正
徳
九
年
に
、
攣
恵

・

陸
澄
ら
二
〇
余
人
が
同
に
師
門
に
聚

っ
た
と
あ
る
が
、
攣
恵
の
字
が
子
仁
で
あ
る

こ
と
を
言
は
ず
、
か
つ

『
学
案
』
に
は
攣
恵

の
伝
が
な
い
の
に
対
し
て
、
漏
恩
は

も

巻
二
五

「南
中
王
門
学
案
」

の
序
に

「漏
恩
、
字
は
子
仁
、
号
は
南
江
、
華
亭
の

人
。
嘉
靖
丙
辰
-
丙
戌

(五
年
)
の
誤
り
ー

の
進
士
。
陽
明
、
思

・
田
を
征
す
。

南
江
、
行
人
を
以
て
そ
の
軍
に
使
し
、
因

り
て
束
修
し
て
弟
子
と
為
る
」
と
あ
る

の
を
、
そ
の
根
拠
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
陽
明
の
最
晩
年
の
門
人
が

『
伝
習

録
』
上
巻

(正
徳
十
三
年
刊
)
に
質
問
者
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。

樂
恵
な
い
し
は
攣
子
仁
は

『
年
譜
』
で
は
、
正
徳
九
年
の
ほ
か
、
嘉
靖
八
年
、

同

二
二
年
に
も
見
え
、

二
二
年
で
は

「先
に
師
起
ち
て
思

・
田
を
征
す
。
舟
、
西

安
に
次
る
。
門
人
簗
恵

・
王
磯
ら
数
十
人
、
雨
中
に
出
で
て
候

つ
」
と
あ

っ
て
、

そ
の
漸
江
西
安

の
人
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た

『全
書
』
巻
二
〇
、

南
都
詩
に

「攣
子
仁

の
韻

に
次
し
て
別
れ
を
送
る
、
四
首
」
あ
り
、
『
全
書
』
巻
三

七
の
喪
紀
、
ま
た
門
人
祭
文
に
攣
恵
等
と
し
て

一
文
を
撰
し
て
い
る
。
子
仁
が
恵

の
字
で
あ
る
こ
と
は
、
正
徳

一
五
年
に
な
る

『全
書
』
巻
二
四
の

「攣
恵
の
巻
に

書
す
」

の
冒
頭
の

「
攣
子
仁
、
予
を
度
に
訪
ふ
」
が
端
的
に
し
め
す
で
あ
ろ
う
。

国
英

(上
巻
、
第

一
一
二
条
)

『儒
林
宗
派
』
巻

一
五
に

「陳
桀
、

(字
は
)
国
英
、

蕾

田

(
の
人
)
」
と
い

う
。
陽
明
の
正
徳

一
五
年
に
な
る

「陳
国
英
に
与
ふ
」

(『
全
書
』

巻
四
)

に

「
国
英

の
こ
の
学

に
於
る
、
且
に
十
余
年
な
ら
ん
と
す
」
と
あ
り
、

『年
譜
』
で

は
正
徳
九
年
、
南
京
で
陽
明
の
も
と
に
聚

っ
て
業
を
受
け
た
二
〇
余
人
の
な
か
に

陳
傑
を
列
ね
る
。
ま
た
陽
明
の

「顧
惟
賢
に
与
ふ
」
(『
全
書
』
二
七
)
に

「向
に

南
都
に
在
り
。
相
与
に
す
る
者
、
日
仁
の
ほ
か
…
…
御
史
陳
傑
」
と
見
え
る
。
そ

の
蓄
田
の
人
で
あ
る
こ
と
は
、

「馬
子
宰
に
与
ふ
」
(『
全
書
』
巻
六
)
に

「甫
中
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は
故
と
賢
多
し
。
国
英
及
び
志
道
の
二
三
の
同
志
の
外
、
相
与
に
切
磋
砥
礪
す
る

者
、
亦
た
復
た
幾
人
ぞ
」
と
あ
る
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

『
明
人
伝
記
資

料
索
引
』

(五
九
二
頁
)
は

「
陳
傑
、
字
は
国
英
、
号
は
万
巌
、
蓄
田
の
人
、
正

徳
三
年

の
進
士
。
景
寧
知
県
を
授
け
ら
れ
、
南
京
湖
広
道
監
察
御
史
に
陞
る
。
帰

り
て
親
を
養
は
ん
こ
と
を
乞
ふ
。
卒
年
五
十

六
」
と
い
う
。
名
は
傑
が
正
し
い
で

あ
ろ
う
。
志
道

(上
巻
第

一
二

一
条
)

一
斎
云
う
、

「
姓

・
字

・
郷
貫
未
だ
考

へ
ず
。

『
学
案
』
載
す
、
管
志
道
、
字

は
登
之
、
号
は
東
浜
、
蘇
の
太
倉
の
人
と
。

然
れ
ど
も
東
浜
は
業
を
敢
天
台
定
向

に
受
け
、
『古
本
大
学
章
句
』
を
著
す
者
。
自
ら
こ
れ
別
人
。
」
管
志
道

(
一
五
三

六
～

一
六
〇
八
)
で
な
い
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
既
述

(国
英
の
項
)
の
よ

う
に
、
陽
明
の

「
馬
子
華
に
与
ふ
」
(『
全
書
)
巻
六
)

に

「
甫
中
は
故
と
賢
多
し
。

国
英
及
び
志
道
ら
二
三
の
同
志
の
外
、
相
与

に
切
磋
砥
礪
す
る
者
、
亦
た
復
た
幾

人
ぞ
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
志
道

は
国
英
と
同
じ
く
、
僖
田
の
門
人
の

字
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
上
文
の
志
道
を

「道
に
志
す
」
と
訓
む
の
は
妥
当
で
は

あ
る
ま
い
。薫
恵

(上
巻
、
第
二

二
二
条
)

『
年
譜
』
正
徳
九
年
に

「
王
嘉
秀

・
薫
恵

好
ん
で
仙
仏
を
談
ず
。
先
生
嘗
て
こ

れ
を
警
む
」
と
あ
る
。
恵
は
名
。

一
斎
は

『
王
文
成
伝
本
』
に
よ
り
害
都
の
人
と

し
、

「
字

・
号
未
だ
考

へ
ず
」
と
い
う
。
雲
都

の
人
と
い
う
の
は
、
陳
栄
捷
氏
の

指
摘
す
る
よ
う
に
誤
り
で
あ
ろ
う
。

『
全
書
』
巻
二
〇
に

「
門
人
王
嘉
秀
実
夫

・

薫
埼
子
玉
、
告
帰
す
。
此
れ
を
書
し
て
別
意

を
見
し
、
兼
ね
て
声
を
辰
陽
の
諸
賢

に
寄
す
」
と
題
し
て
、

「王
生
兼
ね
て
生
を
養
ひ
、
蒲
生
頗
る
禅
を
慕
ふ
…
…
」

と
詠
ん
で
い
る
が
、
こ
の
薫
埼
、
字
は
子
玉
な
る
も
の
、
あ
る
い
は
薫
恵
と
か
か

わ
り
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
な
お

『
王
文
成
伝
本
』
は
名
を
恵
に
作
る
。

劉
観
時

(上
巻
、
第

一
二
五
条
)

一
斎
云
う
、

「
字

・
号

・
郷
貫
未
だ
考

へ
ず
。」
『儒
林
宗
派
』
巻

一
五
は

「武

陵
」
と
郷
貫
の
み
を
し
る
す
。
こ
れ
は

『
明
儒
学
案
』
巻
二
八

「楚
中

王
門

学

案
」

の

「
道
林

・
闇
斎

・
劉
観
時
、
武
陵
よ
り
出
づ
」
に
も
と
つ
く
と
思
わ
れ
る
。

『年
譜
』
正
徳
五
年
に
は
、
陽
明
が
竜
場
よ
り
の
帰
途
、

「常
徳

・
辰
州
に
過
り
、

門
人
翼
元
亨

・
蒋
信

・
劉
観
時
輩
を
見
る
」
と
あ
り
、
そ
の
及
門
の
時
期
が
知
ら
も

も

れ
る
。
正
徳

一
〇
年
に
な
る

「見
斎
の
記
」
(『全
書
』
巻
七
)
に
い
う
、

「辰
陽

の
劉
観
時
、
溜
子
に
学
ぶ
。
既
に
見
る
あ
り
、
復
た
陽
明
子
に
学
ぶ
。
嘗
て
自
ら

言
ひ
て
曰
く
、
吾
が
名
は
観
時
。」
字
は
易
仲
で
あ
ろ
う
。
「
易
仲
に
別
る
」
(『全

へ

も

書
』
二
〇
)
の
詩
の
序
に

「辰
州
の
劉
易
仲
、
予
に
源
陽

に
従

ふ
」

と
あ

る
。

『
陽
明
弟
子
伝
纂
』
巻
四
は

『郵
湘
呆
楚
宝
』
を
引
い
て

「劉
先
生
観
時
、
字
は

易
仲
。
涜
陵
の
諸
生
。
陽
明
に
従

つ
て
学
を
虎
渓
に
講
じ
、
尽
く
そ
の
奥
妙
を
得

た
り
。
陽
明
、
健

(見
の
誤
り
)
斎
の
説
を
作
り
て
こ
れ
に
遺
る
。
学
者
、
沙
渓

先
生
と
称
す
」
と
い
う
。
陳
栄
捷
は

「葉
鉤
は
以
て
辰
陽
の
人
と
為
し
、
東
敬
治

は
以
て
陽
明
の
同
郷
余
挑
の
人
と
為
し
て
、
近
藤
信
康

(康
信
の
誤
倒
)
こ
れ
に

沿
る
は
、
皆
な
誤
る
。
孫
鋳
以
て
武
陵
の
人
と
為
す
、
是
な
り
」
と
い
う
が
、
陽

明
み
ず
か
ら
い
う
と
こ
ろ
に
よ
れ
ぽ
、
辰
州
府
辰
渓
県
辰
陽
城
の
人
と
い
う
の
が

正
し
い
で
あ
ろ
う
か
。

徐
成
之

(中
巻
、
銭
徳
洪
序
)

『
全
書
』
巻
四
の

「徐
成
之
に
答
ふ

(辛
末
)」

に

「
吾
が
郷
の
学
者
幾
人
ぞ
。

そ
の
篤
く
信
じ
学
を
好
む
こ
と
、
吾
が
成
之
の
如
き
者
を
求
む
る
に
誰
そ
や
」
と

あ
る
に
よ
れ
ぽ
、
陽
明
と
同
郷
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
。

『
全
書
』
巻
二

一
に
は

ま
た

「
徐
成
之
に
答
ふ
」
二
書
を
収
め
る
。
こ
の
書
は
原
注
の
年
紀
に
壬
午

(嘉

靖
元
年
)
と
あ
る
が
、

『
年
譜
』
は
正
徳
六
年
辛
未
に
繋
け
る
。

い
ず
れ
が
正
し

い
か
は
、

こ
こ
で
は
論
外
と
し
て
、
陽
明
が
徐
成
之
と
早
く
よ
り
交
わ
り
が
あ

っ

た
こ
と
は
、
陽
明
早
年
の

「春
郊
賦
別
の
引
」
(『全
書
』
巻
二
八
)
に
、
銭
世
恩

(栄
)
の
帰
養
に
あ
た
り
、
別
れ
を
惜
し
ん
で
会
し
た
も
の
六
人
の
な
か
に
そ
の
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名
を
見
い
だ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
知
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、

こ
の
六
人
は
天
官
郎

杭
世
卿

(済
)

・
そ
の
弟
の
進
士
東
卿

(准
)

・
地
官
秦
国
声

(金
)

・
秋
官
徐

成
之

・
天
官
楊
名
父

(子
器
)
そ
れ
に
陽
明
で
あ
る
、
こ
の
う
ち
楊
名
父

(
一
四

五
八
～

一
五

=
二
)
が
成
化
二
三
年
の
進
士
で
あ
る
の
を
除
い
て
、
銭
世
恩

・
杭

世
卿

・
秦
国
声
は
弘
治
六
年
、
杭
東
卿
と
陽
明
は
同
じ
く

一
二
年
の
進
士
で
、

い

ず
れ
も
陽
明
の
科
挙
応
試
に
つ
な
が
る

(
陽
明
は
弘
治
六
年
は
じ
め
て
応
試
し
て

落
第
、
三
度
目
の

一
二
年
に
及
第
)
。

徐
成
之
が
上
述
の
よ
う
に
同
郷
人
で
、
し

か
も
と
も
に
応
試
し
た
人
物
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
察
す
る
に
た
る
。
決
し
て
陽
明

の
後
輩
と
い
う
べ
き
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。

明
徳
出
版
社
刊

『
王
陽
明
全
集
』
巻

二
巻
三

一
頁
の
頭
註
に

「徐
守
誠
。
成
之

は
そ
の
字
。
漸
江
省
余
挑
の
人
。
弘
治

中
、
進
士
に
登
る
」
と
い
う
が
、
徐
守
誠
は
弘
治
六
年
の
進
士

(『皇
明
進
士
登

科
考
』
巻
九
)。

お
そ
ら
く
誤
り
な
い
で
あ

ろ
う
。
ち
な
み
に

『本
朝
分
省
人
物

も

も

考
』
巻
五

一
に

「
徐
守
成
、
字
は
誠
之
…
…
」
と
あ
る
の
は
誤
植
で
あ
ろ
う
。

竜
江

(下
巻
、
第

一
条
)

一
斎
云
う
、
「地
、
南
京
に
在
り
」
と
。

『
全
書
』
巻
四
の

「
甘
泉
に
答
ふ
H
」

(己
卯
-
戊
寅
の
誤
り
な
ら
ん
ー
)
に

「向

に
竜
江
の
舟
次
に
在
り
。
亦
た
嘗
み

に
そ
の

『大
学
』

の
旧
本
を
進
め
、
格
物

の
諸
説
に
及
ぶ
。
兄
時
に
未
だ
以
て
然

り
と
為
さ
ず
」
と
あ
り
、
ま
た
巻
二
五

「湛
賢
母
陳
太
瑞
人
墓
碑
」

(甲
戊
i
乙

亥

の
誤
り
な
ら
ん
ー
)

に

「
湛
子
の
母
京
師

に
卒
す
。
増
城
に
葬
る
。
陽
明
子
迎

へ
て
諸
を
竜
江

の
濡

に
弔
す
」
と
あ
る
。

こ
れ
を
甘
泉
サ
イ
ド
よ
り
述
べ
た
の
が

「
陽
明
先
生
墓
誌
銘
」

(『
全
書
』
巻
三
七
)

で
、

「
又
た
明
年
、
甘
泉
子
、
憂
に

丁
た
る
。
母
の
枢
を
扶
け
て
南
帰
す
。
陽
明
公
時
に
南
の
大
鴻
櫨
た
り
。
逆

へ
て

竜
江
関
に
弔
す
」
と
い
う
。
右

の
両
文
に
よ
れ
ぽ
、
竜
江
は
す
な
わ
ち

「
竜
江
の

濤
」
で
あ
り
、

「竜
江
関
」
で
あ
る
。

『
読
史
方
輿
紀
要
』
巻
二
〇
に

「
竜
江
関

は

(南
京
の
)
儀
鳳
門
の
外
に
在
り
。
…
…
又
た
竜
江
駅
あ
り
。
金
川
門
の
外
十

五
里
、
大
江
の
辺
に
在
り
、
舟
揖
此
に
輻
較
す
。
南
北
の
津
要
た
り
」
と
い
う
。

干
中

(下
巻
、
第
四
条
他
)

一
斎
云
う
、

「干
中
、
王
氏
、
名
は
未
だ
考

へ
ず
。
」

陳
栄
捷
氏
は

『陽
明
弟

も

子
伝
纂
』
巻
二
に
夏
良
勝
伝
あ
り
、
良
勝
字
は
子
中
、
南
城
の
人
、
正
徳
三
年

の

進
士
と
あ
る
に
よ
り
、

「
予
敢

へ
て
謂
ふ
、
干
中
は
乃
ち
子
中
の
誤
り
」
と
い
う
。

干
中
が
夏
良
勝
の
字
な
る
こ
と
は
、
す
で
に
山
本
正

一
氏

『
伝
習
録
』
も
指
摘
す

る
が
、
た
だ
干
中
は
子
中

の
誤
り
で
は
な
く
、
子
中

こ
そ
干
中

の
誤
植
と
い
う
べ

き
で
、

『
全
書
』
巻
三
六
の

「『年
譜
』
を
論
ず
る
書
に
答
ふ
」

(銭
徳
洪
)
に

「『
伝
習
続
録
』
に
は
則
ち
陳
維
溶

・
夏
干
中
と
同
時
に
座
に
在
り
、
問
答

の
語
頗

る
多
し
」
と
あ
り
、

『明
史
』
巻

一
八
九
に
も

「夏
良
勝
、
字
は
干
中
、
南
城
の

人
」
と
あ
る
。
陳
氏
が
た
だ

『伝
纂
』

の
み
に
よ
っ
て

「干
中
必
ず
是
れ
子
中
な

る
こ
と
疑
ひ
な
か
る
べ
し
」
と
断
ぜ
ら
れ
る
の
は
奇
怪
で
あ
る
。
な
お
夏
良
勝
は

陳
九
川

・
紆
芥

・
万
潮
と
と
も
に
、
武
宗

の
南
巡
を
諌
め
、
江
西
の
四
諌
と
称
せ

ら
れ
た
人
物
。

『
明
人
伝
記
資
料
索
引
』

(四
〇
四
頁
)
は
字
を
於
中
と
す
る
。

敷
英

(下
巻
、
第

一
九
条
)

陳
栄
捷
氏
は

「
『儒
林
宗
派
』
『
王
文
成
伝
本
』

『陽
明
弟
子
伝
纂
』
均
し
く
此

の
名
な
し
」
と
い
う
が
、
敷
英
お
そ
ら
く
は
姓
は
王
、
名
は
時
何
。

『全
書
』
巻

三
七
の
門
人
祭
文

に

「
王
時
何
等
」
と
し
て

一
条
あ
り
、
喪
紀
に
も

「門
人
御
史

王
時
何
」
を
列
ね
る
。

『
明
史
』
巻

一
九
二
に
伝
あ
り
。
江
西
省
吉
安
府
万
安
の

人
。
正
徳
十
二
年

の
進
士
。

萢
兆
期

(下
巻
、
第
四
四
条
)

『学
案
』
巻

一
一
に

「
萢
引
年
、
号
は
半
野
、
学
を
青
田
に
講
ず
。
従
遊
す
る

者
頗
る
衆
し
」
と
あ
る
。
続
け
て
列
挙
す
る
夏
淳

・
柴
鳳

・
孫
応
奎
な
ど
と
と
も

に
、

『年
譜
』
正
徳

一
六
年
九
月
、
陽
明
が
余
挑
に
帰
り
祖
螢
を
省
し
た
と
き
、

入
門
し
た
七
十
四
人
の

一
人
。
引
年
の
字
が
兆
期
で
あ
る
こ
と
は
、

『
陽
明
弟
子

伝
纂
』
巻

一
に
云
う
。
お
そ
ら
く
夏
淳
ら
と
同
じ
く
余
挑
の
人
で
あ
ろ
う
。

『
年

譜
』
嘉
靖
九
年
五
月
に
よ
れ
ば
、
酵
侃
が
精
舎
を
天
真
山
麓
に
建
て
て
陽
明
を
祀
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っ
た
と
き
、
そ
の
事
を
董
し
た

一
人
。
な
お
同
二

一
年
、

「門
人
萢
引
年
、
混
元

書
院
を
青
田
に
建
て
て
先
生
を
祀
る
。
…
…
引
年
、
経
師
を
以
て
有
司
に
延
聰
さ

れ
、
青
田
の
教
事
を
主
る
。
講
芸
中
、
時
に
師
旨
を
発
す
。
諸
生
葉
天
秩
ら
七
十

有
余
人
、
こ
れ
を
聞
い
て
蜴
然
と
し
て
感
ず

る
あ
り
。
…
…
苑
子
卒
す
。
春
秋
に

配
食
す
」
と
い
う
。
な
お
後
述
の
李
侯
壁
の
項
参
照
。

劉
君
亮

(下
巻
、
第
五
六
条
)

一
斎
云
う
、

「
君
亮
、
字
は
元
道
。

『文
録
』
に

「劉
元
道
に
与
ふ
る
」
書
あ

り
。
孜
ふ
べ
し
。
王
門
ま
た
劉
邦
采
、
字
は
君
亮
、
師
泉
と
号
す
る
者
あ
り
。
元

道
と
別
人
。
」

い
う
と
こ
ろ
の

「劉
元
道
に
与
ふ
る
」
書

(『全
書
』
巻
五
)
は
年

紀
に
癸
未

(嘉
靖
二
年
)
と
あ
り
、

「来
喩
、
入
り
て
窮
山
に
坐
し
、
世
故
を
絶

ち
、
思
慮
を
屏
け
、
吾
が
霊
明
を
養
ひ
…
…
」
と
あ
る
。
こ
の
書
の
内
容
は

『年

譜
』
嘉
靖
三
年
八
月
の
条
に

「
こ
の
月
、
紆
柏
に
敬
畏
は
漉
落
を
累
は
す
の
問
ひ

あ
り
、
劉
侯
に
山
に
入
り
静
を
養
ふ
の
問

ひ
あ
り
。
…
…
劉
侯
に
謂
ひ
て
曰
く
、

『
君
子
の
養
心
の
学
は
良
医
の
病
を
治
す
る
が
如
し
。
そ
の
虚
実
寒
熱
に
随
ひ
て

斜
酌
し
こ
れ
を
補
泄
す
。
要
は
そ
の
病
を
去
る
に
在
る
の
み
。
初
め
よ
り

一
定

の

方
な
し
」
と
あ
る
の
と
同
文
で
、
元
道
は
す
な
わ
ち
劉
侯
の
字
で
、

一
斎

の
い
う

よ
う
に
君
亮
の
字
で
は
な
い
。
君
亮
が
名
で
な
く
字
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
『年
譜
』

嘉
靖
三
年
正
月
に

「劉
邦
采

・
劉
文
敏
ら
安
福
よ
り
す
」、

同
五
年

一
二
月

「
劉

邦
采
、
安
福
の
同
志
を
合
し
て
会
を
為
り
、
名
づ
け
て
惜
陰
と
日
ふ
」
な
ど
と
見

え
、

一
斎
が

「
元
道
と
別
人
」
と
断
ず
る
劉
邦
采
、
号
は
師
泉
、
江
西
省
吉
安
府

安
福
の
人

こ
そ
ま
さ
し
く
こ
の
条
の
君
亮

で
あ
る
。

『
学
案
』

巻

一
九
、

『
明

史
』
巻
二
八
三
な
ど
を
参
照
。
劉
侯
元
道

の
志
向
と

『伝
習
録
』
本
文
に
う
か
が

わ
れ
る
劉
邦
采

(君
亮
)
の
そ
れ
と

一
致
す

る
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

一
斎
の
誤
り
は
こ
れ
に
よ
る
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
、
劉
侯

の
名
は

『
年
譜
』
嘉

靖
九
年
に
、
醇
侃
が
精
舎
を
天
真
山
麓
に
建

て
て
陽
明
を
祀

っ
た
と
き
、
董
催
石

ら
と
と
も
に
そ
の
事
を
董
し
た

一
人
と
し
て
見
え
る
。

李

侯

壁

(
下

巻

、

第

六

〇

条

)

『
儒

林

宗

派

』

巻

一
五

に

「
李

瑛

、

(字

は
)

侯

壁

、

永

康

(
の
人

)
」

と

あ

る

が

、

『
年

譜

』

嘉

靖

八

年

正

月

に

「
弟

守

倹

・
守

文

、

門

人

攣

恵

・
黄
洪

・
李

瑛

・
萢

引

年

・
柴

鳳

、

玉

山

に
至

る

」

と

あ

り

ま

た

「
喪

紀

」

(『
全

書

』

巻

三

七
)

も

も

に
も

「
夫

子

の
弟

守

倹

・
守

文

・
門

人

攣

恵

・
黄

洪

・
李

洪

・
萢

引

年

・
柴

鳳
、

も

も

襯

(ひ
つ
ぎ
)
に
玉
山
に
会
す
」
と
あ
る
。
李
洪
は
あ
る
い
は
黄
洪
に
よ

っ
て
誤

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
王
文
成
伝
本
』
巻
二
に
李
洪
に
作
る
の
は

「
喪
紀
」
に
よ

る
も
の
か
。銭
友

(下
巻
、
第

一
一
八
条
)

一
斎
は

「
銭
子

・
銭
友
並
び
に
徳
洪
を
指
す
」
と
い
う
が
、
文
中
に

「
初
年
」

と
あ
る
よ
う
に
、

『
年
譜
』
で
は
弘
治
五
年
、
陽
明
二
十

一
歳
の
時
に
属
し
、
こ

の
銭
友
な
る
も
の
は
断
じ
て
徳
洪
で
は
あ
り
え
な
い
。
お
そ
ら
く
、
既
述
-
徐
成

之
の
項
i

の
よ
う
に
、

「春
郊
賦
別
の
引
」

(『全
書
』
巻
二
八
)
に
見
え
る
銭
世

恩
、
名
は
栄
を
指
す
で
あ
ろ
う
。

『
明
人
伝
記
資
料
索
引
』

(八
八
〇
頁
)
に
、

「
無
錫
の
人
、
弘
治
六
年
進
士
…
…
」
と
あ
り
、
陽
明

の
最
初
の
科
挙
応
試
の
勉

強
仲
間
で
あ
る
。

郡
端
峯

(下
巻
、
第

一
一
九
条
)

一
斎
は

「名

・
字

・
郷
貫
未
だ
放

へ
ず
」
と
い
う
が
、
名
は
鋭
、
字
は
思
抑
、

端
峯
は
そ
の
号
で
あ
ろ
う
。
漸
江
省
仁
和

の
人
で
、
正
徳
三
年

の
進
士
。
嘉
靖

一

六
年
没

(『
国
朝
献
徴
録
』
巻
七
二
)。
魏
荘
渠

の

「郡
思
抑
に
復
す
る
」
書

(『荘

渠
遺
書
』
巻

一
一
)
に
云
う
、

「
象
山
は
故
と
江
西
の
人
。
今
、
そ
の
学
、

一
方

に
張
皇
す
。
こ
れ
吾
が
道
明
晦
通
塞
の
機
。
人
材
の
盛
衰

・
世
運
の
否
泰
、
皆
な

将
に
繋
ら
ん
と
す
。
吾
兄
の
本
を
抜
き
源
を
塞
ぐ
を
得
る
に
あ
ら
ず
ん
ば
、
何
を

以
て
力
め
て
蝕
の
弊
を
救
は
ん
や
。
此
れ
又
た
同
志
の
吾
兄
に
責
望
す
る
所
以
な

り
。
」

思
抑
の
思
想
的
立
場
の
髪
髭
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

『
明
人
伝
記
資
料

索
引
』

(二
八
八
頁
)
参
照
。
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天
妃

・
光
相

(下
巻
、
蹟
)

執
斎
は

「
天
妃
」
を

「天
批
」
に
作

っ
て
山
名
と
し
、
光
相
を
坊
名
と
す
る
。

「
刻
文
録
序
説
」
(『
全
書
』
巻
首
)

に

「
光
相
の
僧
房
」

「天
妃

・
光
相

・
能
仁

の
諸
僧
舎
」
と
あ
り
、

『
年
譜
』
嘉
靖

一
六
年
の
条
に

「
こ
れ
よ
り
先
、
師
越
に

在
り
。
四
方
の
同
門

の
来
遊
す
る
も
の
日
に
衆
し
。
能
仁

・
光
相

・
至
大

・
天
妃

の
各
寺
院
も
、
居
、
容
る
る
能
は
ず
。
同
門

の
王
艮

・
何
秦
ら
、
乃
ち
謀
り
て
楼

居
斎
舎
を
至
大
寺

の
左
に
建
て
、
以
て
来
学
を
居
ら
し
む
」
と
い
う
に
よ
れ
ば
、

天
妃

・
光
相
が
越
の
仏
寺
で
あ
る
こ
と
は
、
陳
栄
捷
氏
も
指
摘
す
る
と
お
り
で
あ

る
。

二

存
天
理

(上
巻
、
第
七
条
)

『
程
氏
遺
書
』
巻

一
八
、
伊
川
の
語
に
云
う
、

「
人
只
だ
箇
の
天
理
あ
り
。
却

つ
て
存
得
す
る
能

は
ず
。
更
に
甚
の
人
と
倣

さ
ん
や
。
…
…
人
は
只
だ

一
箇
の
天

理
を
存
す
る
を
要
す
。」

不
仮
外
求

(上
巻
、
第
八
条
)

竜
場
で
の
心
覚
的
自
覚
の
内
容
は
、

『年
譜
』
正
徳
三
年
の
い
わ
ゆ
る

「
聖
人

の
道
は
吾
が
性
自
ら
足
る
。
向
の
、
理
を
事
物
に
求
め
し
は
誤
り
な
り
」
に
集
約

さ
れ
る
が
、
「外
に
求
む
る
を
仮
ら
ず
」
と

は
ま
さ
に
こ
の
意
。
『
大
学
問
』
に
も
、

「
至
善

の
吾
が
心
に
在
り
て
外
に
求
む
る
を
仮
ら
ざ
る
を
知
る
」
と
あ
る
。
孟
子

の

「我

に
在
る
も
の
を
求
む

(尽
心
上
)

の
こ
こ
ろ
で
あ
る
が
、

『
六
祖
壇
経
』

巻
下

「
説
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
門
」

の

「若
し
自
ら
悟
る
者
は
外
に
求
む
る
を
仮
ら

ず
」

の
ほ
か
、
同
じ
意
味
内
容

の
語
は
禅
録
に
多
く
み
ら
れ
、
た
と
え
ば

『
馬
祖

道

一
禅
師
語
録
』
に

「即
今
我
に
問
ふ
者
、
是
れ
汝
が
宝
蔵
な
り
。

一
切
具
足
し

て
更
に
欠
少
な
し
。
用
を
し
て
自
在
な
ら
し
む
れ
ば
、
何
ぞ
外
に
向
か
っ
て
求
覚

す
る
を
仮
ら
ん
」
の
ご
と
き
が
そ
れ
で
あ
る
。
な
お

『
程
氏
遺
書
』
巻
二
上
に
も

「
こ
れ
を
家
に
良
金
を
蔵
す
る
に
讐
ふ
。
外
に
求
む
る
を
索
め
ず
」
と
見
え
る
。

程
子
日
、
人
心
即
人
欲
、
道
心
即
天
理

(上
巻
、
第

一
〇
条
)

陳
栄
捷
氏
云
う
、

「伊
川
云
ふ
、

『
人
心
は
私
欲
な
り
。
道
心
は
正
心
な
り
』

(『
二
程
遺
書
』
巻

一
九
)
と
。
侃
錫
恩
誤

っ
て
明
道
の
語
と
為
す
。」
侃
錫
恩
は

『
詳
註
王
陽
明
全
集
』
(
一
九
二
八
)

の
著
者
。
「
明
道
の
語
と
為
す
」
と
は

『
程

氏
遺
書
』
巻

一
一
、
劉
質
夫
録
の
明
道
の
語

「人
心
惟
れ
危
ふ
き
は
人
欲
な
り
。

道
心
惟
れ
微
な
る
は
天
理
な
り
」
を
典
拠
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
す
で

に
東
正
堂
の

『講
義
』

(
一
九
〇
五
)
に
見
え
、
山
本
正

一
氏
の
訳
注
も
こ
れ
に

同
じ
。
し
か
し
伊
川
に
も

「
人
心
は
人
欲
、
道
心
は
天

理
」
(『
程
氏
外

書
』
巻

二
)
の
語
が
あ
り
、
陳
氏
の
引
例
よ
り
も
よ
り
適
切
で
あ
ろ
う
。
伊
川
は

「人
心

は
私
欲
、
故
に
危
殆
な
り
。
道
心
は
天
理
、
故
に
精
微
な
り
。
私
欲
を
滅
す
れ
ば
、

則
ち
天
理
明
ら
か
な
り
」

(『
程
氏
遺
書
』
巻
二
十
四
)
と
も
い
い
、
人
心

・
人
欲

・
私
欲
を
同
意
語
と
す
る
。
な
お
天
理

・
人
欲
と
い
う
対
概
念
が

『礼
記
』
楽
記

篇
に
初
見
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

反
朴
還
淳

(上
巻
、
第

一
一
条
)

下
巻
第
九
七
条
に
も
見
え
、

「郷
謙
之
に
寄
す
口
」

(『
全
書
』

巻

六
)

に
は

「今
、
こ
れ
を
救
は
ん
と
欲
せ
ば
、
惟
だ
朴
に
返
り
淳
に
還
る
あ
る
の
み
」
と
い

う
。
陽
明
の
文
明
批
判
に
お
け
る
中
心
概
念
。
な
お

「竹
江
劉
氏
族
譜
践
」
(『全

書
』
巻
二
四
)
に
は

「
是
の
心
を
充

つ
れ
ば
、
以
て
三
代
の
淳
に
復
る
と
錐
も
可

な
り
」
と
い
う
。

「
朴
に
反

(返
)
る
」
は
本
来
、
道
家
の
語
で
、

『老
子
』
第

二
八
章
に

「
撲
に
復
帰
す
」、
『荘
子
』
応
帝
王
篇
に

「彫
琢
し
て
朴
に
復
る
」
同

天
地
篇

「
死
為
に
し
て
朴
に
復
る
」
、

同
山
木
篇

「
既
に
彫
に
彫
し
既
に
琢
し
て

朴

に
復
帰
す
」
な
ど
の
例
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
文
明
批
判

の
見
地
よ
り
当
代

の
病

理
を
別
挟
し
た
語
と
し
て
、
陽
明
が
も

っ
と
も
高
く
評
価
す
る
王
通
に

「質
環
日

う
す

く
、
淳
灘
く
、
朴
散
ず
。
そ
れ
帰
る
べ
け
ん
や
。
子
曰
く
、
人
能
く
道
を
弘
む
。

筍
も
そ
の
行
を
得
ば
、
掌
を
反
す
が
如
き
の
み
」

(『
中
説
』
立
命
篇
)
が
あ
る
。
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み
だ

こ
れ
は
あ
る
い
は

『
荘
子
』
繕
性
篇
の

「淳
を
濃
し
朴
を
散
ず
」
に
も
と
つ
く
で

あ
ろ
う
。
ま
た
陽
明
が

『
全
書
』
巻
五
、
巻

二
〇
で
触
れ
て

い
る
丹
書

『悟

真

篇
』
の

「源
に
還
り
、
朴
に
返
り
、
淳
に
帰

る
」

の
語
と
も
無
縁
で
は
あ
る
ま
い
。

存
天
理
去
人
欲

(上
巻
、
第

一
一
条
)

去
人
欲

(而
)
存
天
理

(上
巻
、
第
九
九
条
他
)

『年
譜
』
正
徳
九
年
の
条
に

「
南
畿
に
学
を
論
ず
る
、
只
だ
学
者
を
し
て
天
理

を
存
し
人
欲
を
去
り
、
省
察
克
治
の
実
功
を
為
さ
し
む
」
と
あ
る
よ
う
に
、
南
京

時
代
に
強
調
さ
れ
た
教
法
。
ち
な
み
に
、
中
巻

の

「弟
に
示
す
立
志
の
説
」
を
、

清
の
王
白
田
は
弘
治

一
〇
年

(陽
明
三
三
歳
)
の
作
と
い
う
が

(『白
田
雑
著
』
巻

八
)、

内
容
的
に
こ
の
教
法
に
よ

っ
て

一
貫
さ
れ
て
い
る
こ
と
自
体
、
や
は
り
原

注

(『
全
霞
』
巻
七
)
の
年
紀

-
乙
亥

(正
徳

一
〇
年
)
i

の
正
し
い
こ
と
を
証

す
る
。

と
こ
ろ
で
、
楠
本
正
継
の
指
摘
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が

(『宋
明
時
代
儒

学
思
想
の
研
究
』

二
八
七
頁
)、

『朱
子
語
類
』
巻

一
一
七
に
よ
れ
ば
、

胡
文
定

(名
は
安
国
)
が
曽
吉
甫
に
与
え
た
書
に

「天
理
存
し
人
欲
を
去
る
」

の
説
が
見

え
る
と
い
う
。

こ
の
説
の
提
起
は
あ
る
い
は
胡
文
定
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
朱
子

自
身
こ
れ
を
受
用
し
て
い
る
こ
と
は
、

『
朱
子
晩
年
定
論
』
に
収
め
る

「
呉
徳
夫

に
答
ふ
」
(『朱
子
文
集
』
巻
四
四
)

に

「
人
欲
を
去
り
天
理
を
存
す
る
は
、
且
く

見
る
所
に
拠
り
て
こ
れ
を
去
り
、

こ
れ
を
存
す
。
工
夫
既
に
深
け
れ
ば
、
則
ち
所

謂
天
理
に
以
て
実
は
人
欲
な
る
者
、
次
第
に
見
る
べ
し
」
と
あ
る
の
に
よ

っ
て
知

ら
れ
る
。
し
か
し
文
定
が
私
淑
し
た
程
子
は
、
既
述
の
よ
う
に
人
心

・
道
心
と
い

う
対
概
念
を
人
欲

・
天
理
の
そ
れ
に
等
置
し
、

「人
欲
な
け
れ
ば
、
即
ち
皆
な
天

理
」
(『程
氏
遺
井
』
巻

一
五
、
伊
川
語
)
と

い
い
、

『周
易
程
氏
伝
』
巻
三
で
は

「
損
の
義
、
人
欲
を
損
し
て
以
て
天
理
に
復
す
る
の
み
」
と
い
う
。
安
定

の
立
説

が
程
子
に
淵
源
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

、

聖
人
之
心
如
明
鏡

(上
巻
、
第
二

一
条

・
第
六
二
条
)

神
秀
の
偶

「身
は
是
れ
菩
提
樹
、
心
は
明
鏡
台
の
如
し
…
…
」
は
有
名
で
、
さ

ら
に
早
く

『南
史
』
巻
五
〇
、
陶
弘
景
伝
に

「
心
は
明
鏡
の
如
し
。
物
に
遇

へ
ば

便
ち
了
る
」
と
あ
る
。
あ
る
い
は

『
荘
子
』
応
帝
王
篇

の

「
至
人
の
心
を
用
ふ
る

は
鏡

の
如
し
。
将
ら
ず
、
迎

へ
ず
」
に
ま
で
湖
及
で
き
よ
う
。
し
か
し
表
現
上
か

ら
は
、

『
程
氏
遺
書
』
巻

一
八
の
伊
川
の
語

「
聖
人
の
心
は
本
と
怒
な
き
な
り
。

讐

へ
ぽ
明
鏡

の
如
し
」
や
、
ま
た

『
悟
真
篇
』
後
序
の

「
達
人
の
心
は
明
鏡
の
如

し
」
な
ど
が
、
典
拠
と
し
て
よ
り
妥
当
で
あ
ろ
う
。

倉
居

(上
巻
、
第
四
四
条
)

執
斎
云
う
、
「
倉
卒
の
居
を
言
ふ
。
或
は
倉
中
の
居
。
『
近
思
録
』
に
伯
淳
、
昔

長
安
の
倉
中
に
在
り
て
間
座
す
と
。」

一
斎
が

「倉
居
は
猶
ほ
暫
時
寓
居
す
と
言

ふ
が
ご
と
し
」
と
い
う
の
は
、
執
斎
の
い
わ
ゆ
る

「倉
卒

の
居
」
に
同
じ
い
。
し

か
し
陽
明
の

「陸
清
伯

の
帰
省
に
贈
る
の
序
」
(『
全
書
』
第
七
)
に

「或
ひ
と
曰

く
、
清
伯
始
め
夫
子
に
見
え
し
と
き
、

一
月
に

一
た
び
至
る
。
既
に
し
て
旬
に

一

た
び
至
る
。
又
た
既
に
し
て
五
六
日
、
三
四
日
に
し
て
至
る
。
又
た
既
に
し
て
居

を
夫
子
の
傍
に
遷
す
。
後
ち
乃
ち
夫
子
に
請
ひ
、
灰

(倉
)
下
の
室
を
掃
ひ
て
旦

暮
に
侍
す
」
と
あ
る
の
に
よ
れ
ぽ
、

「倉
居
」
が
執
斎

の
い
わ
ゆ
る

「倉

中

の

居
」
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
こ
の
序
は
正
徳
十
年
乙

亥
の
成
立
。

『年
譜
』
に
よ
れ
ぽ
、
正
徳
九
年
四
月
、
陽
明
南
京
鴻
臆
寺
卿
に
陞

る
。
陸
澄
の
従
遊
は
こ
の
年
に
始
ま
る
。

天
聰
明

(上
巻
、
第
七

一
条
)

『
書
経
』
呆
陶
謹
に
云
う
、

「
天
の
聰
明
は
我
が
民

の
聰
明
に
よ
る
。」

下
転
語

(中
巻
、
答
周
道
通
書
)

川
田
琴
卿
の

『筆
記
』
に

「転
語
は
返
答
な
り
」
と
あ
り
、
多
く
は
こ
れ
を
襲

い
、
山
本
正

一
氏
の

『訳
注
』
は

「
ち
ょ
っ
と
し
た
思
い
つ
き

の
語

を
し

た
た

め
」
と
解
す
る
。
し
か
し
こ
れ
は
禅
家
に
い
わ
ゆ
る

「
一
転
語
を
下
す
」
と
同
意

に
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば

『碧
巌
録
』
第
九

一
則
の
頬
に

「請
ふ
、
禅

客
各
く

一
転
語
を
下
せ
」
と
あ
り

『無
門
関
』
に
は
第
二
則
の
有
名
な

「百
丈
野
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孤
」

の
公
案

(『
五
灯
会
元
』
巻
三
に
典
拠
す
る
)
に

「今
請
ふ
、

和
尚
、

一
転

ひ
と
え

語
を
代
は
り
、
貴
に
野
孤
を
脱
せ
し
め
よ
」
と
あ
る
ほ
か
、
無
門
の

「
若
し
者
裏

に
向

つ
て

一
転
語
を
下
し
得
ぽ
…
…
」
と

い
う
よ
う
な
評
語
が
散
見
す
る
が
、
進

退
き
わ
ま
る
と
き
、
転
身
自
在
な
ら
し
め
る
語
、
転
迷
開
悟
せ
し
め
る
語
を
下
す
、

つ
ま
り
下
語

(あ
ぎ

ょ
)
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
こ
で
は
教
訓
的
な
論
評
を

加
え
る
こ
と
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

経
行

(同
前
)

『
法
華
経
』
序
品
に

「未
だ
嘗
て
睡
眠
せ
ず
、
林
中
を
経
行
(き
ょ
う
ぎ
ょ
う
)

し
、
仏
道
を
勤
求
す
」
と
あ
る
。
禅
家
で
は

「
き
ん
ひ
ん
」
と
訓
み
、
坐
禅
中
、

足

の
疲
労
を
い
や
し
、
ま
た
睡
眠
を
防
ぐ

た
め
、
立
ち
あ
が

っ
て
静
か
に
禅
堂
中

を
歩
く
こ
と
を
い
う
。
転
じ
て
、
あ
た
り
を
静
か
に
歩
く
、
そ
ぞ
ろ
歩
き
の
意
。

仏
氏
之
常
幌
怪

(中
巻
、
答
陸
原
静
口
)

執
斎
云
う
、

「
是
れ
謝
顕
道
の
存
養
を
説
く
の
語
。
然
れ
ど
も

『
伝
灯
録
』
の

瑞
巌
禅
師
の

『
主
人
公
捏
怪
な
り
や
否
や
』

の
語
に
本
つ
く
。

故

に
仏

氏

と
言

ふ
。
」

上
察
の
語
は

『
上
藥
語
録
』
巻
中

に

「敬
は
是
れ
常
怪
幌
の
法
。
心
斎
は

是
れ
事
事
放
下
。
そ
の
理
同
じ
か
ら
ず
」
と
あ
る
を
い
う
。
た
だ
執
斎
が

『
伝
灯

録
』
と
い
う
は
誤
り
で
、

『
五
灯
会
元
』
巻
七
に
見
え
る
こ
と
、
陳
栄
捷
氏
も
指

摘
す
る
と
お
り
で
あ
る
。
云
う
、

「
師
尋

い
で
丹
丘
の
瑞
巌
に
居
り
。
磐
石
に
坐

し
、
終
日
愚
な
る
が
如
し
。
毎
に
自
ら
主
人
公
と
喚
び
、
復
た
応
諾
す
。
乃
ち
曰

く
、
怪
怪
著
。
他
後
、
人
の
護
を
受
く
る
莫

か
れ
」
と
。
な
お

『無
門
関
』
は
第

一
二
則
に
引
用
す
る
が
、
字
句
に
少
し
異
同
が
あ
る
。

若
求
亡
子
於
道
路

(中
巻
、
答
簸
文
蔚
e
)

『荘
子
』
天
道
篇
に

「鼓
を
撃
ち
て
亡
子
を
求
む
」
と
い
う
。

背
覚
合
詐

(中
巻
、
答
欧
陽

一
著
)

『首
榜
厳
経
』
巻
四
に

「衆
生
迷
悶
し
、
覚
に
背
き
て
塵
に
合
す
」
と
い
う
。

あ
る
い
は
こ
の
語
に
も
と
つ
く
か
。

洞
然
明
白

(中
巻
、
答
最
文
蔚
⇔
)

『信
心
銘
』

の
冒
頭

「
至
道
無
難
、
唯
だ
棟
択
を
嫌
ふ
。
但
だ
僧
愛
莫
け
れ
ぽ
、

洞
然
と
し
て
明
白
な
り
」

に
よ
る
か
。

心
印

(下
巻
、
第
八
条
)

『
大
学
問
』

の
結
び
に
も

「
こ
れ
格
致
誠
正
の
説
の
、
尭
舜
の
正
伝
を
閾
い
て

孔
氏
の
心
印
た
る
所
以
な
り
」
と
あ
る
。
禅
語
で
、
仏
心
印
と
も
い
い
、
悟
り
の

内
容
の
決
定
不
改
な
る
こ
と
、
世
の
印
形
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
印
と
い
う
。

『
歴

代
法
宝
記
』
に

「達
磨
祖
師
宗
徒

の
禅
法
は

一
字
の
教
を
将
ち
来
ら
ず
。
黙
し
て

心
印
を
伝
ふ
る
の
み
」
と
い
い
、

『碧
巌
録
』
第

一
則
の
評
唱
に
も

「達
磨
遥
か

に
此
の
土
に
大
乗
の
根
器
あ
る
を
観
て
、
遂
に
海
に
涯
ん
で
得
々
と
し
て
来
り
、

心
印
を
単
伝
し
て
迷
塗
を
開
示
す
」
と
い
う
。

渣
津
渾
化

(下
巻
、
第
六
四
条
)

『程
氏
遺
書
』
巻

一
一
に
明
道
云
う
、

「
質
美
な
る
者
は
明
ら
か
に
し
得
尽
く

し
て
査
澤
便
ち
渾
化
し
、
却

っ
て
天
地
と
体
を
同
じ
う
す
」
と
。

『近
思
録
』
為

学
類
に
こ
れ
を
引
く
。
こ
の
語
は
中
巻

の

「陸
原
静
に
答
ふ
口
」
に
原
静
の
引
く

と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

有
夢
即
先
兆

(下
巻
、
第
六
七
条
)

『標
註
』
に

『
近
思
録
』
存
養
類
の

「凡
そ
事
、
朕
兆
の
夢
に
入
る
者
あ
り
云

々
」
を
引
く
。

『
程
氏
遺
書
』
巻

一
八
、
伊
川
の
語
。
同
巻
に

「聖
賢
は
則
ち
這

箇
の
夢
な
し
。
只
だ
朕
兆
あ
れ
ば
便
ち
夢
に
形
は
る
る
な
り
」

「故
に
朕
兆
先
づ

夢
に
見
は
る
」

の
語
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、

『全
書
』
巻
二
〇
に
、

一
五
歳
の
と

き
、
夢
に
馬
伏
波
将
軍

の
墓
に
詣
で
て
作

っ
た

「夢
中
絶
句
」
を
載
せ
、

「
こ
れ

予
十
五
歳
の
時
、
夢
中
に
作
る
所
。
今
、
伏
波
祠
下
に
拝
す
る
に
、
宛
と
し
て
夢

中
の
如
し
。
蝕

の
行
殆
ど
偶
然
な
ら
ざ
る
者
あ
り
。
因
り
て
そ
の
事
を
こ
こ
に
識

す
」
と
引
し
て
、

「伏
波
廟
に
謁
す
」
二
首
を
収
め
る
。

無
知
而
無
不
知

(下
巻
、
第
八
二
条
)
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『頓
悟
要
門
』
巻
上
に

「般
若
偶
」
を
引

い
て
云
う
、

「般
若
は
知
る
な
く
、

事
と
し
て
知
ら
ざ
る
な
し
。
般
若
は
見
る
な
く
、
事
と
し
て
見
ざ
る
な
し
」
と
。

『頓
悟
要
門
』
は
陽
明
の
披
見
す
る
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は

「
『伝
習
録
』

へ
の
若
干
の
補
註
」

の

「見
性
常
在
」

の
条
を
参
照
。

先
生
起
復
征
思
田

(下
巻
、
第

一
一
五
条
)

一
斎
云
う
、

「起
字
に
て
宣
し
く
句
す
べ
し
。
復
字
と
連
読
す
る
は
是
に
あ
ら

ず
。

こ
の
時
、
文
成
越
に
在
り
。
起
ち
て
兼
ね
て
都
察
院
左
都
御
史
と
為
り
、
思

・
田
を
征
す
。
こ
れ
よ
り
先
、
銚
鎮
行
き
征
す
。
克
た
ず
。
文
成
、
今
復
た
行
く
。

故
に
復
と
日
ふ
。
奪
情

・
起
復

の
如
き
は
、
当
時
こ
の
事
な
し
。
」

し
か
し

『
年

譜
』
嘉
靖
四
年
六
月

の
条
に

「
先
生
服
関
る
。
例
と
し
て
応
に
起
復
す
べ
し
」
、

ま
た
、

『
武
宗
実
録
』
巻

一
〇
八
、
正
徳
九
年
春
正
月

「起
復
せ
る
湖
広
右
布
政

使
伍
符
を
四
川
布
政
司
に
改
む
」
、
『
孝
宗
実
録
』
巻
三
二
、
弘
治

二
年

十

一
月

「錦

(張
錦
)

の
罪
を
記
し
、
起
復
す
る
を
侯
ち
て
以
聞
す
」
な
ど
の
用
語
例
が

あ
り
、
こ
の
点
、

『
伝
習
録
筆
記
』
に

「奉
公
を
引
き
て
故
郷
に
居
る
者
を
、
ま

た
君
よ
り
召
し
出
し
て
役
を
云
ひ
付
く
る
を

云
ふ
。

『
お
こ
し
か

へ
す
』
と
読
む

な
り
」
と
あ
る
の
が
当
た

っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
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Summary

ThispaperisasequelofNotesonCh`uan-hsi-lu(伝 習 録)writtenfor`ViewandGrope

inHistoryofChinesePhilosophy'publishedin1976.Inthispaperthepresentwriter

mainlyintendstoestablishtheidentityofsomepersonswhoappearinCh`uan-hsi-lu

(伝 習 録).


